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No. 32 (1987) 

アルキルジアゾヒドロキシドの突然変異原性に

及ぼす幾何異性とアルキル基の効果

鈴木厚子，望月正隆

〔第45回 日本癌学会総会（1986年10月，札幌）で発表〕

〔目的〕 N叩ニトロソ化合物のアルキル化活性種として考えられているアルキルジアゾヒドロキ

シド CR”N=N-OH）の突然変異原性に及ぼす幾何異性とアルキル基の効果を，カリウムアルキル

ジアゾテート（R-N=N“OK）を用いて検討した。

〔実験・考察〕 Z－カリウムアルキルジアゾテートは N－アルキル，N－ニトロソーp－トルエンスル

ホンアミドとカリウムエトキシドで合成し， E－カリウムアルキルジアゾテートはモノアルキルヒ

ドラジンとカリウムメトキシドおよび亜硝酸エチルで合成した。 NMRスベクト／レで構造を確認

し，直接的な変異原性をサルモネラ TA1535，大腸菌 WP2および WP2 her－を用いて検定し

た。アルキル基としてメチル，エチル，プロピル，ブチルを用いたところ， 3種の菌に対するア

ルキル基の活性様式が，各種の N司ニトロソ化合物の活性様式と類似し， このことはアルキルジ

アゾヒドロキシドが N－ニトロソ化合物の共通のアルキル化活性種で、あることを支持した。また，

Z－異性体と E－異性体では変異原活性の強さに差がみられたことから，幾何異性は突然変異原性に

影響を及ぼすことがわかった。
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CNーによる N－ニトロソイミニウムイオンの捕捉

長部まり子＊，鈴木恵真子＊，望月正隆，岡田正志＊

〔第45回 日本癌学会総会（1986年10月，札幌）で発表〕

N－ニトロソアミン（I)は，生体内で代謝されて αー水酸化体（II）となり，発癌性及び突然変異

原性を発現する。この過程で， Nーニトロソイミニウムイオン（III）が生じる可能性を推定しこ

れを証明するため，代謝系に求核試薬（CNつを共存させたところ， t-BMN(Ia）より t-BMNCN

(IVa）の生成を証明したく既報〉。今回，他の N四ニトロソアミンについても CN体（IV）の生成を

検討した。

〔実験と結果〕 ラット肝 S9に N－ニトロソアミン（Ia～Id）と求核試薬（KCN）を加え， 37° 

で incubateし，反応液を酢酸エチルで抽出，生成物をシリカゲルカラムで分離後ガスクロ及び

ガスマスで確認，定量した。対応する CN体 (IVa～IVe）は別途合成した。

n・－BMN(lb), DEN (le), t-BEN (Id）よりそれぞれの CN体を単離同定した。その生成量は
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